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使用済燃料乾式貯蔵施設の設置に向けた対応状況について
【対応状況】
○2018年5月25日、伊方発電所における乾式貯蔵施設の設置に係る原子炉設置変更許可申請を行い、
現在、審査対応を着実に進めているところです。

○2023年度の運用開始を目指して、乾式貯蔵施設の設置に向けた取り組みを着実に進めてまいります。

【施設の概要】
＜乾式貯蔵建屋＞ ＜乾式キャスク＞

※乾式キャスクで４５基分

項目 計画

規模 ・１棟（鉄筋コンクリート造り）

・東西：約４０ｍ、南北：約６０ｍ、高さ：約２０ｍ

貯蔵容量 ・５００トン･ウラン規模※

（燃料集合体で約１，２００体規模）

項目 計画

寸法 ・高さ：５．２ｍ、直径：２．６ｍ

重さ ・約１２０トン （使用済燃料を収納した状態）

収納体数
・使用済燃料３２体/基 （１，２号機燃料）

・使用済燃料２４体/基 （３号機燃料）

（一部断面図）

約40m

約20m

（全体鳥瞰図）

乾式キャスク

搬出入口

図１ 乾式貯蔵施設のイメージ 図２ 乾式キャスクの構造



九州電力の取り組み状況について 3


	使用済燃料対策推進計画の�進捗状況について�（概要）
	スライド番号 2
	スライド番号 3

